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予算審査予算審査

一
般
会
計

可
　
決

204億3千万円
さらに厳しい選択で事業実施を！

　

３
月
定
例
会
を
2
月
19
日
〜

3
月
18
日
ま
で
を
会
期
と
し
て

開
き
ま
し
た
。

　

21
年
度
予
算
14
議
案
の
う

ち
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

下
記
の
と
お
り
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
予
算
審
査

は
2
〜
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

そ
の
他
で
は
、補
正
予
算
、安

芸
高
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
な
ど
32
議
案
、
発
議
案
4

件
、同
意
1
件
、諮
問
5
件
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
議
案
審
査
は
8
〜
11
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）

　

一
般
質
問
で
は
、
13
名
が
市

政
を
問
い
ま
し
た
。（
12
〜
17

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

予
算
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

赤
川　

三
郎

副
委
員
長　

山
根　

温
子

委
員　
　
　

今
村　

義
照

　
　
　
　
　

入
本　

和
男

　
　
　
　
　

山
本　
　

優

　
　
　
　
　

水
戸　

眞
悟

　
　
　
　
　

和
田　

一
雄

　
　
　
　
　

児
玉　

史
則

石
飛　

慶
久

　
　
　
　
　

前
重　

昌
敬

効
果
的
な
行
政
執
行
と

　
効
率
的
な
財
政
運
営
を

　２１年度予算は、さらなる財政健全化を進めるため、財源確保と経費の
見直しを行うとともに、厳正な施策選択や重点化を推進し、市民に信頼
される、効果的・効率的な行政執行と財政運営に徹し編成したとの説明
がありました。
　全体的な質疑・意見としては、政策として行われてきた事業に対して
も、収益性や採算性について検討されることや、目標を明確に示した上
で十分な効果が得られるよう執行されていくことを観点としたものが
出されました。本予算審査で指摘された点を真摯に受け止めていただき
予算執行されることを望みます。

予算の具体的内容は広報あきたかた４月号をご覧ください。

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

賛
成
討
論
　

入
本　

歳
入
不
安
定
な
中
、
ま
た
諸
問
題

も
経
過
措
置
の
中
で
、
市
民
の
理
解
を
求

め
、
市
民
の
声
を
さ
ら
に
反
映
し
て
い
く

こ
と
で
賛
成
。

和
田　

葬
斎
場
建
設
調
査
に
賛
成
だ
が
、

地
元
住
民
の
承
諾
が
得
ら
れ
て
か
ら
予
算

執
行
さ
れ
る
よ
う
に
。

反
対
討
論
　

亀
岡　

葬
斎
場
の
予
算
に
つ
い
て
財
政
的

見
地
が
欠
落
し
て
お
り
、
市
民
に
利
点
の

な
い
事
業
で
あ
る
と
し
て
反
対
。

賛 成 者

前
重
・
石
飛
・
児
玉
・
和
田
・
水
戸

先
川
・
山
根
・
宍
戸
・
山
本
・
前
川

秋
田
・
赤
川
・
青
原
・
金
行
・
入
本

今
村
・
塚
本

反 対 者

大
下
・
亀
岡

予算審査特別委員会委員長報告の概要
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葬斎場建設予定地（吉田環境センター跡地）

みんなで守ろう第３セクター（神楽門前湯治村）

予算審査予算審査

水
戸
・
入
本

　

葬
斎
場
建
設
に
お
け

る
地
元
住
民
と
の
合
意

形
成
は
。

浜
田
市
長

　

地
元
と
話
を
し
て
、

地
元
を
尊
重
し
て
い
き

た
い
が
、
現
在
の
予
定

地
に
建
設
す
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
お
願
い
し

ま
す
。

山
根

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

整
備
に
向
け
て
の
市
民

へ
の
説
明
は
。

田
丸
部
長

　

学
校
給
食
に
つ
い
て

は
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ

た
結
果
で
理
解
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
思
う
の

で
、あ
る
程
度
計
画
が

ま
と
ま
れ
ば
保
護
者
に

説
明
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
保
育
所
・
幼

稚
園
に
対
し
て
も
、な

る
べ
く
早
い
段
階
で
理

解
を
得
る
よ
う
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

児
玉

　

第
3
セ
ク
タ
ー
に
対

す
る
考
え
は
。

浜
田
市
長

　

市
民
み
ん
な
の
施
設

と
し
て
み
ん
な
で
支
援

し
、
み
ん
な
で
守
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
役
員
構
成

も
全
市
的
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
村
・
和
田

　

人
件
費
削
減
と
定
員

管
理
計
画
の
中
で
の
人

材
確
保
と
育
成
は
。

田
丸
部
長

　

職
員
に
対
し
て
は
、

5
年
続
い
て
の
給
与
カ

ッ
ト
で
す
。
し
か
し
、

学
習
補
助
員
等
の
増
員

に
よ
り
非
常
勤
特
別
職

は
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
は
、
毎

年
定
年
退
職
す
る
職
員

の
２
、
３
割
を
計
画
的

に
採
用
し
、
あ
る
程
度

の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
機
構
改

革
で
係
長
制
度
を
復
活

さ
せ
、
組
織
を
統
括
す

る
能
力
を
高
め
、
職
員

の
育
成
に
も
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

事業実施は
市民の理解と合意のもとに
事業実施は
市民の理解と合意のもとに

第
３
セ
ク
タ
ー

健
全
運
営

　
　

の
た
め
に

行
財
政
改
革
へ
の
一
歩
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　電話回線によりインターネットに接

続されますが、音声通話では使われて

いない高い周波数の回線が使われてお

り、接続スピードが非常に高速で、大

容量のデータ通信ができます。

ひとくち
メモ ＡＤＳＬ

予算審査予算審査

すぐやる課の位置づけは
各支所に3千万円の予算配分

山
本
・
入
本

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

整
備
率
及
び
地
上
波
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
全
戸
視

聴
に
む
け
て
は
。

竹
本
課
長

　

現
在
市
内
の
Ａ
D
Ｓ

Ｌ
普
及
率
は
24
％
程
度

で
す
。

　

ま
た
地
デ
ジ
に
つ
い

て
は
、
共
聴
施
設
の
対

応
を
し
て
お
り
、
新
た

に
難
視
と
な
る
地
域
の

把
握
に
努
め
、
制
度
活

用
で
の
対
応
を
考
え
て

い
ま
す
。

今
村
・
和
田

　

公
共
施
設
の
整
理
・

統
合
は
。

田
丸
部
長

　

地
域
と
し
て
必
要
な

施
設
を
十
分
に
議
論
す

る
た
め
、
21
年
度
1
年

か
け
て
整
理
・
統
合
の

計
画
作
り
を
し
て
い
き

ま
す
。

和
田

　

消
防
署
の
耐
震
化

は
。

竹
川
消
防
長

　

21
年
度
調
査
を
し
、

耐
震
化
工
事
は
調
査
結

果
を
見
て
検
討
し
ま

す
。
調
査
の
対
象
は
、

車
庫
と
そ
の
上
の
部
分

が
該
当
し
て
い
ま
す
。

水
戸

　

北
部
分
駐
所
職
員
の

確
保
は
。

浜
田
市
長

　

人
材
確
保
は
非
常
に

困
難
で
あ
り
、
常
備
職

員
の
配
置
を
含
め
た
体

系
の
検
討
も
考
え
て
い

ま
す
。

水
戸
・
入
本

　

す
ぐ
や
る
課
の
位
置

づ
け
は
。

田
丸
部
長

　

本
庁
と
支
所
が
連
携

に
よ
り
、
予
算

配
分
さ
れ
ま

す
。
各
支
所
概

ね
３,
０
０
０

万
を
目
安
に
予

算
配
分
さ
れ
、

１
０
０
万
円
未

満
の
も
の
は
支

所
長
決
裁
に
な

り
ま
す
。

山
本

　

消
防
団
員
の
確
保

は
。

竹
川
消
防
長

　

消
防
団
員
の
確
保
は

全
国
的
に
困
難
な
状
況

に
あ
り
、
解
決
す
る
有

効
な
方
法
が
な
い
の
が

現
状
で
す
が
、
引
き
続

き
団
員
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

前
重

　

火
災
発
生
時
の
情
報

配
信
は
。

竹
川
消
防
長

　

職
員
へ
の
情
報
伝
達

は
有
線
・
防
災
無
線
を

使
っ
て
い
ま
す
。

　

携
帯
メ
ー
ル
で
の
配

信
は
、
団
員
希
望
者
に

行
っ
て
い
ま
す
が
、
着

信
・
確
認
に
時
間
的
な

差
が
生
じ
る
た
め
、
そ

の
対
応
は
状
況
を
見
な

が
ら
考
え
て
い
き
ま

す
。 生

命
と
財
産
を

　

守
る
消
防
団

北部分駐所（美土里町）の人材確保は
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予算審査予算審査

地産地消の推進事業は
基本的な考えは推進協議会で

和
田

　

ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く

り
事
業
は
5
年
間
と
聞

い
て
い
る
が
。

箕
越
課
長

　

広
島
県
で
は
動
向
が
見

え
て
い
な
い
の
で
は
っ
き

り
し
て
い
ま
せ
ん
。

水
戸

　

中
山
間
直
接
支
払
い

制
度
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性
は
。

浜
田
市
長

　

こ
の
制
度
が
継
続
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
ま

す
。
動
向
を
踏
ま
え
て

対
策
を
考
え
ま
す
。

児
玉

　

地
産
地
消
推
進
事
業

の
計
画
を
策
定
す
る
上

で
の
目
標
設
定
は
。

清
水
課
長

　

21
年
度
は
委
員
会
を

組
織
し
、
基
本
的
な
計

画
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

後
協
議
会
で
1
年
間
か

け
て
目
標
数
値
を
計
画

し
ま
す
。

山
根

　

地
産
地
消
推
進
事
業

の
計
画
を
行
政
職
員
で

立
ち
上
げ
る
と
い
わ
れ

る
が
、
J
A
や
生
産
者

と
連
携
す
る
こ
と
が
必

要
と
思
う
が
。

清
水
課
長

　

行
政
内
部
の
関
係
部

課
で
組
織
し
、
基
本
的

な
考
え
方
を
検
討
し
、

生
産
者
や
Ｊ
Ａ
、
専
門

家
も
含
め
た
推
進
協
議

会
で
生
産
、
流
通
、
販

売
の
総
合
的
な
地
産
地

消
の
推
進
を
検
討
し
ま

す
。

石
飛

　

観
光
事
業
費
は
1
千

万
円
強
で
あ
る
が
、
観

光
の
街
に
変
え
る
の
な

ら
予
算
も
要
る
の
で

は
。

佐
々
木
課
長

　

P
R
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
観
光
振
興
計
画

の
策
定
委
員
会
に
お
願

い
し
て
、
審
議
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
本

　

今
後
の
八
千
代
町
に

お
け
る
下
水
道
整
備
の

方
向
性
は
。

金
岡
部
長

　

こ
の
ま
ま
公
共
下
水

道
整
備
を
進
め
る
こ
と

は
財
政
的
に
厳
し
く
長

期
間
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
、
浄
化
槽
で
の
対

応
が
住
民
の
負
託
に
応

え
る
近
道
と
思
い
ま

す
。
そ
の
区
域
は
、
現

在
、
八
千
代
支
所
付
近

ま
で
認
可
が
と
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

区
域
を
21
年
度
に
検
討

し
ま
す
。

伝統文化を観光資源に

ふれあいたかた産直市（吉田町）
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予算審査予算審査

学校や保育所の今後のあり方は
市民の声を大切に

今
村

　

選
定
条
件
と
し
て
の

基
本
的
な
理
念
は
。

教
育
長

　

旧
町
単
位
で
考
え
る

か
、全
市
で
考
え
る
か
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。中

学
校
は
1
町
1
学
校
だ

が
、小
学
校
は
1
町
3

小
学
校
の
町
も
あ
り
ま

す
。耐
震
化
、規
模
の
適

正
化
を
検
討
い
た
だ
き

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
考

え
で
す
。

山
本

　

保
育
所
の
幼
保
一
元

化
、民
間
委
託
の
考
え

は
。

広
政
部
長

　

保
育
所
は
公
立
が
10

園
、
民
営
が
４
園
、
３

歳
未
満
の
指
定
管
理
が

1
園
あ
り
ま
す
。
今
年

1
年
で
あ
る
程
度
の
方

向
性
を
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

和
田

　

少
年
自
然
の
家
の
収

益
性
は
。

市
長

　

教
育
施
設
と
し
て
維

持
し
て
い
く
余
裕
が
あ

る
か
1
年
様
子
を
見

て
、
収
益
性
も
視
野
に

入
れ
考
え
て
い
き
ま

す
。

少
年
自
然
の
家「
輝
ら
里
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

運
営
管
理
は

学
校
規
模

　
適
正
化
事
業

保
育
所
の

今
後
の
方
向
性
は

美土里は１５年度に４小学校が統合

　幼稚園（文科省）と保育所（厚労省）の施設や運営を統一す

ることで、財政的に効率的な経営を行うとともに、地域の実

情と住民ニーズに合った仕組みをつくろうとする政策です。

ひとくち
メモ 幼保一元化

市内の小中学校も有効利用

き　
　
　
　

り
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医療費削減に向けて
予防と検診で

山
根

　

後
発
医
薬
品
の
普
及

は
。

山
根

　

が
ん
検
診
の
受
診
状

況
は
い
か
が
か
。

久
保
課
長

　

乳
が
ん
検
診
の
受
診

率
が
低
い
。
特
に
若
い

層
に
対
し
、
乳
が
ん
検

診
の
啓
発
普
及
を
図
り

ま
す
。

山
本

　

3
千
万
円
の
補
助
の

根
拠
は
。

市
長

　

安
芸
高
田
市
の
中
核

病
院
で
、福
祉
も
担
っ
て

お
り
支
援
が
必
要
で
す
。

医
療
機
器
の
更
新
等
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
医
療
充
実
の
た
め
、研

修
制
度
が
で
き
る
体
制

を
図
る
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
村

　

健
康
づ
く
り
推
進
委

員
の
設
置
で
医
療
費
削

減
へ
向
け
た
取
り
組
み

は
。

久
保
課
長

　

検
診
の
普
及
啓
発
、

保
健
指
導
率
の
向
上
。

健
康
診
査
等
の
負
担
金

の
補
助
、健
康
づ
く
り
の

推
進
を
図
って
い
ま
す
。

検
診
の
受
診
率

　
　

ア
ッ
プ
を

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合

病
院
に
３
千
万
円

の
運
営
補
助

和
田

　

指
導
員
２
名
の
徴
収

範
囲
は
。

山
本
課
長

　

1
名
は
税
務
課
で
、

も
う
1
名
は
保
育
・
介

護
保
険・下
水
道・住
宅

料
等
の
各
担
当
課
へ
の

指
導
と
、滞
納
者
へ
の

直
接
徴
収
も
し
ま
す
。

今
村

　

21
年
度
へ
の
滞
納
繰

越
分
は
、
例
年
と
比
較

す
る
と
ど
う
か
。

山
本
課
長

　

収
納
率
は
19
年
度
並

み（
市
税
現
年
度
98.3
％
、

過
年
度
21.7
％
）を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

滞
納
徴
収
対
策
強
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

の
効
果
は

健診で早期発見

特に悪質な滞納者にはタイヤロックも
（ロックのやり方見本）

　新薬（先発医薬品）は２０～２５年は特許に守られ、開発し

たメーカーが独占的に製造販売することができますが、特

許期間が切れると他のメーカーも同じ成分の薬を製造でき

ます。その薬の価格は新薬の２～８割に設定されています。

ひとくち
メモ 後 発 医 薬 品

久
保
課
長

　

現
在
、
医
師
会
と
連
携

し
な
が
ら
、
活
動
し
て
い

ま
す
。
国
保
世
帯
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
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総務企画総務企画
　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
議
案
１１
件
を
審
査
し

た
結
果
、す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
報
告
事
項
２
件
を

受
け
協
議
し
、さ
ら
に『
新

た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
』を
政

府
に
提
出
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
職
員
と
特

別
職
の
職
員
等
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例

○
安
芸
高
田
市
非
常
勤
特

別
職
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

委
員
長
　
赤
川
　
三
郎

副
委
員
長
　
山
根
　
温
子

委
　
　
員
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
先
川
　
和
幸

　
　
　
　
　
金
行
　
哲
昭

　
　
　
　
　
今
村
　
義
照

　
　
　
　
　
藤
井
　
昌
之

総
務
企
画
常
任
委
員
会

引き続き職員給与減額

　

減
額
あ
り
き
で
、
職
員
の

労
働
意
欲
は
？

金
行
・
今
村
・
先
川
・
山
根

が
問
う

浜
田
市
長

　

減
額
で
な
く
政
策
の
転
換
で

対
応
し
て
い
く
の
が
本
来
の
姿

だ
と
思
う
が
、
今
後
の
経
済
の

動
向
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

市長15％・副市長13％・教育長10％、
部長６％～主事級1％の減額率

非常勤特別職の新設

　

そ
の
報
酬
は
？

先
川
・
今
村
・
金
行
・
山
根

が
問
う

田
丸
部
長

　

専
門
的
あ
る
い
は
事
務
補

助
的
な
業
務
の
内
容
に
よ
り

ま
す
。

男女共同参画推進審議会委員
保健推進委員　結婚相談員

公の施設の指定管理

今
村

　

大
部
分
が
３
年
間
の
指
定

期
間
だ
が
、
向
原
農
村
交
流

館
だ
け
１
年
間
の
理
由
は
。

清
水
課
長

　

開
設
当
初
か
ら
民
間
と
し

て
経
営
し
て
い
く
上
で
単
年

度
で
が
ん
ば
り
た
い
と
さ
れ

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

中長田集会所など向原町の７施設を
新たに指定

新たな
過疎対策法の制定を

　

現
行
の
「
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
」
の
平
成
22
年

3
月
末
の
失
効
後

も
、
引
き
続
き
過
疎

地
域
の
振
興
を
図
る

た
め
の
新
た
な
過
疎

対
策
法
の
制
定
と
合

併
に
よ
る
広
域
化
の

中
で
も
過
疎
地
域
指

定
に
配
慮
を
求
め
る

意
見
書
を
採
択
し
ま

し
た
。 政府に意見書提出へ政府に意見書提出へ
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安芸高田市議会だより９

医療費支給対象年齢が小学６年生卒業まで拡大

男女共同参画で活力ある社会

文教厚生文教厚生

男女共同参画推進条例
市民や事業者の責務を位置づけ

宍
戸

　

市
民
や
事
業
者
に
対
す

る
啓
発
は
。

　

更
な
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
を
図
る
た

め
、
「
基
本
理
念
」
、
「
市
や
市
民
及
び
事
業

者
の
責
務
」
を
示
し
、
男
女
が
お
互
い
の
人
権

を
尊
重
し
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
共
同
す

る
こ
と
に
よ
り
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

毛
利
課
長

　

国
の
奨
励
事
業
も
積
極

的
に
活
用
し
、
リ
レ
ー
イ

ベ
ン
ト
事
業
等
の
取
組
を

継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、

市
民
や
事
業
者
の
意
識
高

揚
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
長

　

本
来
の
女
性
の
権

利
を
守
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
な
く
、

女
性
参
画
が
安
芸
高

田
市
を
支
え
る
と
い

う
二
つ
の
目
的
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た

い
。

　

定
例
会
に
お
い
て
付
託

さ
れ
た
議
案
５
件
に
つ
い

て
、３
月
３
日
に
委
員
会

を
開
き
慎
重
に
審
査
し
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
安
芸
高
田
市
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例

○
安
芸
高
田
市
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時
特
例

基
金
条
例

○
安
芸
高
田
市
乳
幼
児
医

療
費
支
給
条
例
の
一
部

改
正

○
安
芸
高
田
市
介
護
保
険

条
例
の
一
部
改
正

○
安
芸
高
田
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

委
員
長
　
青
原
　
敏
治

副
委
員
長
　
宍
戸
　
邦
夫

委
　
　
員
　
石
飛
　
慶
久

　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
水
戸
　
眞
悟

　
　
　
　
　
山
本
　
　
優

　
　
　
　
　
塚
本
　
　
近

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

乳幼児医療費支給の一部改正

児
玉

　

予
防
接
種
は
助
成
対
象
か
。

　

ま
た
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
助
成
対
象
か
。

久
保
課
長

　

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
予
防

接
種
法
、
結
核
予
防
法
に
基
づ

き
ま
す
。
定
期
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
公
費
負
担
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
対
象
外
で
実
費
負
担
と
な

り
ま
す
の
で
、
今
後
の
課
題
と

し
て
考
え
ま
す
。

対象年齢を小学６年生卒業までに拡充

概
　
要

定期
（公費負担）

の
予防接種
・ポリオ
・ＢＣG
・三種混合
　百日咳
　ジフテリア
　破傷風
・二種混合
　ジフテリア
　破傷風
・麻しん、風しん
　混合
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産業建設産業建設
　

３
月
定
例
会
で
付
託
さ

れ
た
議
案
３
件
を
３
月
４

日
に
委
員
会
を
開
き
、慎

重
に
審
査
し
た
結
果
、す

べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
報
告
事
項
４
件
を

受
け
協
議
し
ま
し
た
。

（
主
な
審
査
）

○
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
条
例

○
市
営
住
宅
条
例
の
一
部

改
正

○
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
請
負
契

約
の
締
結

委
員
長
　
秋
田
　
雅
朝

副
委
員
長
　
前
川
　
正
昭

委
　
　
員
　
前
重
　
昌
敬

　
　
　
　
　
和
田
　
一
雄

　
　
　
　
入
本
　
和
男

　
　
　
　
　
亀
岡
　
　
等

産
業
建
設
常
任
委
員
会

入
本

　

総
合
評
価
方
式
に

よ
る
入
札
だ
が
、
技

術
提
案
点
数
が
最
高

の
業
者
が
落
札
さ
れ

ず
、
最
低
金
額
の
業

者
が
落
札
さ
れ
て
い

る
が
。

　

安
芸
高
田
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
を

ア
タ
カ
大
機
・
伏
光
組
安
芸
高
田
市
汚
泥
再
生
処
理
セ

ン
タ
ー
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
19
億
8,
2
4
0
万

円
で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
案
件
で
す
。

新
川
課
長

　

技
術
提
案
点
数
に

つ
い
て
は
、
３
社
と

も
特
殊
技
術
が
あ

り
、
ど
の
社
も
平
均

点
以
上
の
も
の
で
差

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
結
果
、
価
格
点

数
で
の
差
が
反
映
さ

れ
ま
し
た
。

概
　
要

完成予想図

現
在
の「
安
芸
高
田
清
流
園
」を
建
て
替
え
る

清流園建て替え

汚泥再生処理センター施設建設に
19億8,240万円

　家庭などから出たし尿や浄化槽汚泥などを、各処理場で

浄化する際に残さ（残りかす）が発生します。清流園はそれ

らの残さや非水洗化区域のし尿などを浄化する施設です

が、昭和５３年から稼動しており老朽化が進んでいます。

水質保全をはかるうえで重要な施設です。

ひとくち
メモ 安芸高田清流園（高宮町船木）
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施策チェックには多角的な知識、情報が必要不可欠

議員発議議員発議

社会情勢を考慮

使
途
基
準
を
さ
ら
に
厳
し
く

政務調査費改正政務調査費改正
　市民生活と福祉を守り、多様な住民
ニーズに対応した的確な審議を行うた
め、議員の調査・研修費の一部を月額
3万円まで政務調査費として会派の申
請に基づき支給することができます。
　このたびの改正により、会派無所属
の議員にも申請すれば支給が可能とな
りました。また使途基準をさらに厳し
くするよう申し合わせ、新たに研修報
告をホームページに掲載します。

議員報酬引き続きカット議員報酬引き続きカット
　厳しい財政状況のため、議員報
酬については１７年４月から毎年減
額を行い、また、昨年１２月から議
員定数を２名減じてきました。議
員報酬については、本市の厳しい
財政状況の一助となることを望
み、２２年３月３１日までの間、議
員報酬の５％を減じる条例を提案
しました。

使途基準の改正

ガソリン代・携帯電話使用料・

備品購入等が廃止となりました。

１７年度から４年連続５％
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「すぐやる課」  吉田地域は、本庁の建設課で対応

青
原　
「
す
ぐ
や
る
課
」

の
各
支
所
長
の
権
限

は
。

青
原　

に
ぎ
わ
い
の

あ
る
町
づ
く
り
に
向
け

て
若
者
定
住
対
策
は
。

青
原　

支
所
の
な
い

吉
田
町
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

市
長　

支
所
長
の
判

断
で
執
行
し
、
完
結
で

き
る
事
業
の
範
囲
は
、

緊
急
性
が
高
く
、
す
ぐ

対
応
を
せ
ま
ら
れ
て
い

る
案
件
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
支
所
長
の
権
限

は
、
道
路
維
持
補
修
工

事
な
ど
請
負
工
事
に
つ

い
て
は
1
件
1
0
0
万

円
ま
で
、
各
種
委
託
業

務
に
つ
い
て
は
1
件
50

万
円
で
す
。

め
、「
す
ぐ
や
る
課
」で

対
応
し
、機
動
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

入
本　

消
防
団
が
管

理
す
る
可
搬
ポ
ン
プ
積

載
車
の
整
備
は
。

市
長　

現
在
76
台
を

保
有
し
て
お
り
、
「
消

防
団
組
織
再
編
整
備
計

画
」
に
沿
っ
て
車
輌
を

更
新
、
整
備
し
ま
す
。

入
本　
「
ま
ご
こ
ろ
代

行
サ
ー
ビ
ス
」
の
実
績

は
。

そ
の
他
の
質
問

○
福
祉
の
推
進
に
つ
い

て
○
学
校
教
育
に
つ
い
て

市
長　

取
り
扱
い
件

数
は
26
件
で
、
一
人
で

外
出
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
交
通
弱

者
と
さ
れ
る
市
民
の
方

に
、
職
員
は
信
頼
さ
れ

る
姿
勢
を
備
え
ま
す
。

市
長　

吉
田
地
域
に

つ
い
て
は
、
建
設
課
に

「
す
ぐ
や
る
課
」
を
設

置
し
、
対
応
し
ま
す
。

市
長　

若
者
定
住
に

向
け
て
、
働
く
場
の
確

保
や
地
域
医
療
体
制
の

整
備
等
、
一
つ
一
つ
着

実
な
施
策
を
展
開
す
る

こ
と
で
安
芸
高
田
市
の

定
住
対
策
を
推
進
し
ま

す
。

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
保
育
所
や
児
童
館

の
施
設
改
修
な
ど
も
特

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

一般
質問

す
ぐ
や
る
課

市
長
／
支
所
長
の
権
限
強
化

機構改革

青原 敏治
（あきの会）

入本 和男
（あきの会）

入
本　

支
所
の「
す
ぐ

や
る
課
」「
総
合
窓
口

課
」の
２
課
で
大
丈
夫

か
。

市
長　

今
後
、職
員
が

大
幅
に
減
少
す
る
中
、

市
民
に
身
近
で
喫
緊
な

要
望
に
対
応
す
る
た

市政を問う市政を問う

消
防
団

安心して暮らせる町を

市長／組織再編計画
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火災警報器の設置啓発を
（悪質業者には注意を）

一般
質問

行
政
経
営
は

市
長
／
選
択
と
集
中

健全財政

今村 義照
（あきの会）

赤川 三郎
（新政会）

赤
川　

消
防
法
の
改
正

で
、新
築
、既
存
住
宅
と

も
平
成
23
年
5
月
末
ま

で
に
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た

が
、市
内
の
設
置
状
況

や
市
民
へ
の
啓
発
は
。

市
長　

市
内
設
置
状

況
は
昨
年
5
月
現
在
7.9

%
、
市
民
へ
の
啓
発
及

び
情
報
提
供
は
広
報
や

住
民
指
導
な
ど
機
会
を

と
ら
え
、
平
成
23
年
5

月
末
ま
で
に
全
て
の
住

宅
に
設
置
さ
れ
る
よ
う

啓
発
を
図
り
ま
す
。
高

齢
者
、
障
害
者
の
方
々

に
は
日
常
生
活
用
具
給

付
事
業
で
対
応
し
ま

す
。

今
村　

財
政
健
全
化

に
向
け
て
今
後
の
行
政

経
営
は
、
徹
底
し
て
公

債
費
負
担
を
軽
減
し
、

職
員
の
意
識
改
革
を
。

市
長　

健
全
化
に
つ

い
て
は
、
公
債
費
の
償

還
や
地
方
債
が
将
来
、

財
政
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
の
で
、
公
債
費
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
各

事
業
事
務
を
担
当
す
る

職
員
の
理
解
と
協
力
を

図
り
、
意
識
改
革
も
進

め
た
い
で
す
。

今
村　

市
民
に
協
力

を
求
め
る
た
め
に
は
、

行
政
評
価
を
進
め
、
目

標
を
数
字
で
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

副
市
長　

行
政
改
革

は
断
固
実
施
し
、
職
員

の
適
正
管
理
は
3
6
0

名
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
に

も
っ
て
い
き
た
い
。

　

職
員
も
自
ら
が
評
価

し
、
経
営
感
覚
に
立

ち
、
執
行
目
標
管
理
を

必
ず
設
定
さ
せ
る
べ
く

周
知
を
し
て
お
り
、
選

択
と
集
中
化
で
市
民
の

理
解
を
得
て
、
執
行
し

て
い
き
た
い
。

１３名が１３名が
消
防
法

火災警報器の設置

市長／市民へ啓発

　６５歳以上の高齢者等に対して火

災警報器・電磁調理器及び自動消火

器を給付する事業です。

ひとくち
メモ

日常生活用具
給付事業



金行 哲昭
（政友会）
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金
行　

２０
年
度
補
正

予
算
で
処
理
し
た
地
域

活
性
化
生
活
対
策
事
業

は
早
急
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
が
、
進
捗
状

況
は
。

金
行 

本
市
で
も
仕
事

量
の
減
っ
た
企
業
が
解

雇
回
避
に
助
成
金
利
用

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ

の
状
況
は
。

市
内
企
業
へ
の

企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
は

市
内
企
業
へ
の

企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
は

先
川　

向
原
町
の
主

要
事
業
で
あ
る
本
事
業

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。

市
長　

市
内
業
者
を

優
先
的
に
選
定
し
、
発

注
し
ま
す
。
ご
み
の
不

法
投
棄
の
パ
ト
ロ
ー
ル

は
、
市
内
よ
り
雇
用

し
、
公
衆
衛
生
協
議
会

と
一
緒
に
進
め
て
お
り

ま
す
。

市
長 

助
成
金
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
が
窓
口
に
な

り
、
２
月
18
日
現
在
で

19
社
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
を
緊
密
に
し
、

市
民
の
方
々
へ
の
周
知

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
長　

向
原
町
の
大

事
な
事
業
で
あ
り
、
新

市
建
設
計
画
で
も
重
点

事
業
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
は

本
年
度
、
公
共
施
設
の

整
理
統
合
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
状
況
を
踏
ま

え
、
規
模
に
よ
っ
て
は

合
併
特
例
債
が
使
え
る

期
間
内
に
方
向
性
を
出

し
、
実
施
す
る
予
定
で

す
。

宍
戸　

市
全
体
に
、

よ
り
高
度
な
情
報
通
信

網
整
備
の
た
め
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
導
入
が

で
き
な
い
か
。

市
長　

市
が
こ
の
整
備

を
行
う
こ
と
は
、膨
大

な
費
用
が
掛
か
り
ま

す
。厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
で
は
十
分
な
精

査
、
検
討
が
必
要
で

す
。

　

２１
年
度
に
お
い
て
、

企
業
の
提
案
を
受
け
、

市
場
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
、整
備
の
方

向
性
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
す
。

一般
質問

光
フ
ァ
イ
バ
ー

高速情報通信網の整備は

市長／精査・検討
宍戸 邦夫
（無所属）

向
原
の
主
要
事
業

生涯学習センターは

市長／整備統合計画に策定
先川 和幸
（無所属）

地
域
活
性
化

生活対策事業は

市長／優先的に市内業者を
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一般
質問

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構
想

市
長
／
地
域
互
助
の
考
え
で

在宅介護

山根 温子
（無所属）

地
域
医
療

体制整備の具体的対策は

市長／関係機関の連携強化
前重 昌敬
（無所属）

山
根　

市
民
総
ヘ
ル

パ
ー
構
想
は
公
的
サ
ー

ビ
ス
を
補
う
た
め
の
家

族
介
護
へ
の
逆
戻
り
で

は
な
い
か
。

市
長　

第
4
期
の
介

護
計
画
に
お
い
て
は
、

施
設
介
護
に
も
配
慮
し

て
お
り
、
こ
れ
は
地
域

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤

の
充
実
を
目
指
す
も
の

で
す
。

山
根　

3
年
で
約
1
，

5
0
0
人
を
目
標
と
さ

れ
る
市
民
介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
を
生
か
す
仕
組
み

は
。

市
長　

介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
に
は
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
活

躍
し
て
い
た
だ
き
、
将

来
的
に
は
地
域
の
見
守

り
支
援
員
な
ど
の
仕
組

み
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

市
長　

介
護
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
は
、
日
常
生

活
圏
で
の
地
域
互
助
の

考
え
で
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
根　

老
老
介
護
の

世
帯
や
高
齢
化
率
の
高

い
地
域
に
お
け
る
支
援

は
。

市
長　

医
療
現
場
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
広

島
県
へ
医
師
派
遣
の
要

望
や
医
療
機
器
整
備
の

補
助
ま
た
、
休
日
・
夜

間
救
急
診
療
所
負
担
金

の
増
額
を
21
年
度
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
J
A
吉
田
総

合
病
院
、
市
医
師
会
、

消
防
署
等
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
を
包

括
し
た
体
制
整
備
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
す
。

前
重　

全
国
的
な
医

師
不
足
の
中
、
J
A
吉

田
総
合
病
院
な
ど
と
連

携
し
、
地
域
医
療
体
制

整
備
、
救
急
医
療
体
制

整
備
の
確
立
に
向
け

て
、
今
後
講
じ
る
べ
き

具
体
的
な
対
策
は
。

在宅介護の将来は

ＪＡ吉田総合病院は地域医療の中心
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芝生のグランドでよろこぶ子ども（美土里小）

児童の学習をサポート

山
本　

サ
ッ
カ
ー
公

園
、
運
動
公
園
に
子
ど

も
用
の
設
備
を
整
備
し

て
は
。

山
本　

グ
ラ
ン
ド
の

芝
生
化
は
。

教
育
長　

あ
る
程
度
の

施
設
は
あ
る
が
、新
た

な
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

教
育
長　

心
身
と
も
に

効
果
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
状
況
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

山
本　

四
季
の
里
美

術
館
に
つ
い
て
。

教
育
長　

寄
贈
さ
れ

て
い
る
貴
重
な
美
術
品

は
適
正
な
管
理
、
保
管

し
て
い
く
よ
う
協
議
し

ま
す
。

山
本　

市
発
注
の
入

札
制
度
に
つ
い
て
。

市
長　

県
が
、
国
の

算
定
方
式
を
採
用
し
て

最
低
制
限
価
格
を
引
き

上
げ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
県
の

動
向
を
踏
ま
え
、
対
処

し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

一般
質問

連
携
し
た
将
来
展
望
は

市
長
／
経
営
支
援

ＪＡ広島北部

秋田 雅朝
（政友会）

公
　
園

子ども用の設備

教育長／新たな整備は検討
山本 　優
（無所属）

秋
田　

広
島
北
部
農

協
と
連
携
し
た
農
産
物

生
産
は
、
計
画
性
の
あ

る
取
り
組
み
が
必
要
と

思
う
が
、
市
の
役
割
、

将
来
展
望
の
考
え
は
。

秋
田　

学
習
補
助
員

の
配
置
に
つ
い
て
、
成

果
と
学
力
向
上
の
効
果

は
。

市
長　

行
政
と
し
て
、

農
家
が
安
定
し
て
経
営

で
き
る
支
援
、
必
要
施

策
の
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
産
物

の
販
路
は
拡
大
、
生
産

量
は
減
少
傾
向
で
、
確

保
対
策
が
必
要
で
、
生

産
規
模
の
拡
大
推
進
、

農
協
の
営
農
振
興
計
画

実
現
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

教
育
長　

学
習
意
欲

の
向
上
、
学
習
習
慣
定

着
の
成
果
が
報
告
さ

れ
、
児
童
の
変
容
等
か

ら
制
度
の
手
応
え
を
感

じ
て
い
ま
す
。
学
力
の

向
上
は
一
朝
一
夕
に
、

数
値
で
の
成
果
は
求
め

に
く
く
、
中
期
的
な
ス

パ
ン
の
検
証
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。



和田 一雄
（尊和会）

安芸高田市議会だより１７

児
玉　

高
宮
高
校
の

募
集
停
止
に
伴
い
、
市

内
の
高
校
は
２
校
に
な

る
。
県
立
高
校
へ
の
支

援
の
考
え
は
。

市
長　

県
だ
け
に
任

せ
て
お
く
の
で
は
な

く
、市
と
し
て
も
支
援

し
て
い
き
ま
す
。県
教

委
が
指
定
す
る
高
等

学
校
学
力
向
上
対
策

事
業
へ
の
推
薦
及
び
設

備
支
援
を
前
向
き
に

検
討
し
ま
す
。

児
玉　

第
３
子
以
降

の
保
育
園
児
に
か
か
る

費
用
を
無
料
化
す
る
こ

と
は
賛
成
だ
が
、
乳
幼

児
を
在
宅
で
子
育
て
さ

れ
る
方
に
も
支
援
が
必

要
で
は
。

市
長　

子
育
て
の
在
宅

支
援
と
い
う
の
は
、初

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

大
切
な
こ
と
な
の
で
、

今
後
必
要
性
を
認
識

し
、施
策
の
展
開
に
あ

た
り
ま
す
。

一般
質問

元
気
な
ま
ち
に

施設の有効活用は

市長／現状を見守る

乳
幼
児
へ
の
在
宅
支
援

市
長
／
必
要
性
認
識

子育て

市
長　

当
面
現
状
を

見
守
り
、
長
短
を
し
っ

か
り
見
き
わ
め
、
課
題

と
し
て
受
け
止
め
ま

す
。
憩
い
の
場
を
市
民

に
提
供
す
る
こ
と
は
行

政
の
重
大
な
課
題
で
あ

り
、
検
討
し
ま
す
。

和
田　

市
役
所
施
設

の
有
効
活
用
策
と
し

て
、

(1)
飲
食
施
設
の
整
備

　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー

ジ
ョ
1
階
フ
ロ
ア
に
レ

ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
等

の
店
舗
設
置

(2)
遊
園
施
設
の
整
備

 

本
庁
前
の
駐
車
場
に

遊
具
・
防
災
設
備
を
備

え
た
公
園
の
設
置

　

こ
れ
ら
発
想
の
転
換

で
、
本
市
中
核
の
活
性

化
を
。

児玉 史則
（無所属）

吉田・向原高校の支援を（写真は向原高校）

市役所施設の有効活用を
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傍
聴
記

傍
聴
記

甲
田
町 寺

地 　

保
さ
ん

　

安
芸
高
田
市
議
会
を

傍
聴
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
議
場
出
入
り
口
に

あ
る
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ

に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
。
何
の
た
め
に
必
要

な
の
か
？
誰
が
見
る
の

か
。
２
台
も
必
要
な
の

か
理
解
で
き
な
い
の
で

す
。
次
に
、
議
員
の
質

問
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
一
部
の
議
員
の

質
問
で
す
が
、
内
容
が

全
く
理
解
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
論
を
長
々

と
話
し
、
内
容
は
全
く

質
問
に
も
な
っ
て
い
な

い
ひ
ど
い
も
の
で
し

た
。
質
問
を
す
る
場
合

は
、
内
容
を
よ
く
精
査

し
、
誰
が
聞
い
て
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
勉
強

し
て
も
ら
い
た
い
。
答

弁
者
も
困
る
と
思
う
。

向
原
町岡崎 

登
喜
子
さ
ん

　

小
学
生
の
見
学
者
も

混
じ
っ
て
傍
聴
席
は
満

席
だ
っ
た
。
議
員
数
は

減
っ
て
い
る
が
、
前
向

き
な
活
気
を
感
じ
た
。

　

第
１
回
定
例
会
一
般

質
問
の
２
日
目
の
な
か

で
「
在
宅
介
護
に
む
け

て
の
取
り
組
み
」
は
、

一
番
身
近
な
課
題
で
あ

る
。
20
名
中
１
名
の
み

の
女
性
議
員
が
、
よ
く

調
査
を
し
、
介
護
の
社

会
化
に
向
け
地
域
実
態

を
把
握
、
そ
の
対
策
に

つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。

　

市
民
総
ヘ
ル
パ
ー
構

想
や
自
主
防
災
な
ど
、

市
長
や
行
政
の
姿
勢
も

真
摯
で
あ
る
と
受
け
と

め
た
。

 

今
こ
そ
、
地
域
の
絆

づ
く
り
が
大
切
で
あ

る
。

　

先
日
、議
会
傍
聴
に
行

き
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど

の
発
言
は
予
算
の
伴
う

事
案
で
し
た
。今
、
市
の

財
政
は
非
常
に
緊
迫
し

た
状
況
で
す
。議
会
に
お

い
て
無
駄
を
省
く
発
言

で
も
あ
る
か
と
期
待
致

し
ま
し
た
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

新
聞
報
道
で
は
、も
う

議
決
し
て
い
る
の
で
葬

斎
場
が
建
設
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
現
在
、

市
に
は
２
つ
の
葬
斎
場

が
あ
り
、利
用
率
は
約
30

%
で
ま
だ
余
裕
が
あ
る

の
に
つ
く
る
必
要
が
本

当
に
あ
る
の
か
。さ
し
む

き
火
葬
場
だ
け
建
設
で

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

少
し
状
況
を
み
て
建
設

し
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。一
考
を
願
う
。

美
土
里
町森井 

尚
賢
さ
ん

「
私
は
こ
う
思
う
」
３
月
定
例
会
を
傍
聴
さ
れ
た
３
名

の
方
か
ら
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
。

き
れ
い
セ
ン
タ
�

負

担

金

安芸高田市 3億2,854万円
北広島町 1億8,173万円

芸北環境施設組合議会
（きれいセンター）

芸北環境施設組合議会
（きれいセンター）

〈
主
な
質
問
〉

○
経
費
負
担
金
の
扱
い

が
安
芸
高
田
市
が
9

分
の
6
・
北
広
島
町

が
9
分
の
3
の
比
率

で
、
行
政
努
力
の
評

価
に
対
す
る
考
え
に

つ
い
て

○
日
曜
日
の
ゴ
ミ
の
持

込
み
実
施
に
つ
い
て

○
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
の

職
員
は
現
在
、
安
芸

高
田
市
（
3
名
）
北

広
島
町
（
10
名
）
広

島
市
（
2
名
）
の
計

15
名
で
、
負
担
金
の

多
い
安
芸
高
田
市
か

ら
の
職
員
の
雇
用
に

つ
い
て

○
委
託
業
務
に
つ
い
て

民
間
の
導
入
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。
ま

た
、
委
託
先
の
入
札

に
つ
い
て
の
考
え
は

○
ご
み
処
理
（
ご
み

袋
）
へ
の
広
告
料
の

導
入
に
つ
い
て

ゴミ処理に ８億３,４４１万円（２１年度予算）

〈
組
合
議
会
議
員
〉

藤
井
昌
之　

入
本
和
男

青
原
敏
治　

秋
田
雅
朝

前
川
正
昭

　〈
主
な
歳
入
〉

●
経
費
負
担
金

　

安
芸
高
田
市（

6
/
9
）

3
億
2,
8
5
4
万
円

　

北
広
島
町（
3
/
9
）

1
億
8,
1
7
3
万
円

●
交
付
税

1
億
5,
4
7
2
万
円

●
ご
み
処
理
手
数
料

1
億
1,
7
4
5
万
円

〈
主
な
歳
出
〉

●
ご
み
処
理
費

4
億
7,
6
2
1
万
円

●
一
般
管
理
費

4,
1
3
8
万
円

●
借
入
償
還
金

2
億
8,
9
0
9
万
円

　

定
例
会
が
3
月
27
日

に
北
広
島
町
で
開
催
さ

れ
、
議
案
7
件
に
つ
い

て
審
査
し
、
21
年
度
予

算
8
億
3,
4
4
1
万

円
を
認
定
し
ま
し
た
。

（
入
本
和
男
）



安芸高田市議会だより１９

広告を募集
しています

　あきたかた議
会だよりでは、
広告掲載を募集
しています。
　要領は、安芸
高田市ホームペー
ジをご覧くださ
い。

シリーズ 議会マメ知識
一般質問と質疑

　議会での議員の発言の主なものとして、執行機関に対し、当該地

方公共団体の一般事務について見解を求める一般質問と、議題と

なっている案件について疑義をただす質疑があります。違いは次の

表のとおりです。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
協
会
横
浜
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

２
月
４
日
〜
５
日

改　革
21
年
度
予
算
審
査
か
ら

予
算
・
決
算
審
査
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

予
算
・
決
算
審
査
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

予
算
・
決
算
審
査
の

方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

審査の効率化

新
年
度
事
業
と
予
算
の

　
　
　
　
説
明
会
を
開
催

　

事
前
に
内
容
を
熟
知
す
る
こ
と
に

よ
り
、
審
査
の
効
率
化
と
充
実
を
図

り
ま
し
た
。

本会議の意義

審
査
委
員
の

　
　
　
　
人
数
を
10
名
に

　

従
来
ど
お
り
の
議
員
全
員
で
の
審

査
で
は
、
委
員
会
の
決
定
が
事
実
上

本
会
議
の
決
定
と
な
り
ま
す
。

　

構
成
委
員
を
約
半
数
に
す
る
こ
と

で
、
本
会
議
の
意
義
を
深
め
ま
し
た
。

市議会トピックス市議会トピックス
　

前
号
（
第
20
号
）
よ
り
、
新
し
い
広
報
委
員
６
名

で
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
日
本
広

報
協
会
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
委
員
全
員
で
参
加

し
ま
し
た
。
延
べ
9
時
間
に
わ
た
る
、
た
い
へ
ん
充

実
し
た
内
容
の
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　

そ
の
他
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
の

編
集
に
活
か
し
ま
す
。

市
広
報
と
の
違
い
を
明
確
に

　

「
広
報
あ
き
た
か
た
」
で
は
、
市
の
施
策
に

つ
い
て
は
既
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
掲
載
さ

れ
ま
す
が
、
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
市
が
実

施
し
よ
う
と
す
る
施
策
の
問
題
点
な
ど
を
議
会

で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
審
議
し
た
過
程
を
中
心
に
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す
。

誰
に
伝
え
た
い
の
か
考
え
て

　

例
え
ば
医
療
制
度
で
も
、
「
乳
幼
児
医
療
制

度
」
と
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
は
対
象

と
な
る
年
齢
層
が
異
な
り
ま
す
。

　

た
だ
漠
然
と
住
民
に
お
伝
え
す
る
の
で
は
な

く
、
具
体
的
な
対
象
者
を
考
え
て
、
記
事
を
作

成
し
ま
す
。

■一般質問と質疑

対　　　　象

実施できる会議

趣　　　　　旨

一 般 質 問

行政の一般事務

定例会のみ

質　　疑

議題となっている案件

定例会、臨時会、委員会

行政全般にわたる事務事業の執
行状況や、将来における政策方
針等について問う。自己の意見
主張もできます。

あくまで賛成、反対又は
修正等の判断するための
もので、自己の意見主張
は原則できません。



編
　
集
　
後
　
記

〈
発
行
責
任
者
〉

　
　
　
　
　
議
　
　
長
　
藤
井
　
昌
之
　

〈
議
会
広
報
特
別
委
員
会
〉

　
　
　
　
　
委
員
長
　
宍
戸
　
邦
夫
　

　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
山
根
　
温
子
　

　
　
　
　
　
委
　
　
員
　
前
重
　
昌
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
　
史
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
下
　
正
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
　
正
昭

地域のかがやき地域のかがやき

 

表
紙
の
ミ
ツ
バ
チ
た
ち
、
果
樹
の
花

粉
交
配
な
ど
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
、
そ
の
甘
い
蜂
蜜
は
私
た
ち
の
食
卓

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

 

第
20
号
か
ら
初
め
て
編
集
を
担
当
し

た
私
た
ち
広
報
委
員
は
、
ま
ず
表
紙
に

自
然
豊
か
な
安
芸
高
田
市
で
「
共
に
生

き
る
い
の
ち
」
を
載
せ
て
い
こ
う
と
決

め
ま
し
た
。
初
回
第
20
号
の
表
紙
は
丑

年
に
ち
な
ん
で
、
私
た
ち
の
食
卓
に
ミ

ル
ク
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
乳
牛
た
ち

に
登
場
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
多
く
の
生
き

も
の
と
の
共
生
で
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
然
に
生
き
る
一
つ
一
つ
の
い
の

ち
が
私
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
、
い
の
ち
を
し
っ
か
り
と
育
む

こ
と
の
で
き
る
安
芸
高
田
市
の
未
来
に

向
け
て
の
歩
み
を
お
届
け
で
き
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
山
根
　
温
子
）

吉　田 八千代

美土里 高　宮
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人
輝
く
・
安
芸
高
田

ターゲットバードゴルフ場を整備
元就村跡地

美土里中学校　朝光寮閉寮
３７年の幕を閉じる

湖畔でのどかな一日を

江の川に鮭の稚魚を放流
３／８

「かたくり祭り」で笑顔の輪

吉田町地域振興会連絡協議会のみなさん

最後の寮生のみなさん

あさかげ さけ

土師ダムのどごえ公園　約６千本の桜

川根梶矢橋付近で

ボランティアスタッフのみなさん

めざせ　未来の日本リーガー

少年少女ハンドボール大会
湧永満之記念体育館で


